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大関まちづくり協議会会長

こ
の「
大
関
助
け
合
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」の

作
成
も
第
三
次
と
な
り
ま
し
た
。地
域
の
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
集
い
、大
関
の
今
を
見
つ

め
直
し
、5
年
後
そ
し
て
そ
の
先
の
大
関
の
夢

を
描
い
た
、と
て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
で
す
。こ
の
プ
ラ
ン
は
大
関
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
バ
イ
ブ
ル
み
た

い
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
中
か
ら

多
く
プ
ラ
ン
を
実
践
で
き
る
よ
う
、ま
ち
協
と

地
域
の
方
々
と
が
助
け
合
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

大関助け合いのまちづくり推進委員長

2
0
2
4
年「
第
三
次
大
関
助
け
合
の
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
」を
策
定
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ラ
ン
は
５
年
先
の
大
関
に
つ
い
て
２

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、理
想
で
は
な

く
現
実
的
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
大
関
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
は
、子
ど
も

達
や
大
人
か
ら
も
大
関
愛
を
強
く
感
じ
る
意

見
が
多
く
、有
意
義
な
時
間
を
皆
さ
ん
と
共
有

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。一
次
二
次
プ
ラ
ン
の
実
践
者
の
方
に
も
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大関小学校校長

大
関
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

は
、子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
、生

き
生
き
と
し
た
笑
顔
で
学
ぶ
場
で
あ
り
、地
域

と
学
校
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
教
育
の
実
践
例

と
し
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。学
校

と
し
て
も
今
後
さ
ら
に
地
域
に
積
極
的
に
出

か
け
て
い
き
、地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、様
々
な
学
び
の
方
法
や
内
容
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新聞を作るためにいろいろ具体

的に考えていくうちに「実現で

きそうだな！」と思った。様々な

年代の人や企業を巻き込んで、

プランが叶っていくように積極

的に関わっていきたい。

前向きな意見がワーク

ショップを通して沢山

あったことが幸せだった。

自分たちのグループだけで

なく、他のグループの発表

も聞いて、5年後の大関はと

ても魅力あるものだと思っ

た。これは実現してほしい。

みんなで前向きに話ができる

と、いろいろなアイデアが出

てきて楽しい。参加者どうし

の信頼関係ができた。

一 人一 人が まちづく りに真剣 

に取 り組み、アイデアを出すこと

で、その人を中心に大関の核が広

がっていくイメージが持てた。
子ども、若者、高齢者など地域に住

む全ての人が安心してくらせる地

域づくりが大切だと思った。一人

一人が意見を出したり、役割意識

を持って新聞作りに取り組むこと

ができ、とても楽しかった。

未来を考えることで今が

見えてくる。いろんな想い

を聞けたことが今幸せ。

小中学生から大学生、大人の方

など多くの人が集まり、意見を

出し合うことで新しいアイデア

が次々と出てきて個人の学びに

もつながった。これからの可能

性を生み出す力になると思った。

将来へのワクワクが増した気

がして、参加してよかった!!と

強く思う。最初は緊張していた

が、沢山の人と関わることがで

きて、とても幸せな気持ち。

参加している人みんなが楽し

んでいるように感じた。これこ

そつながり。バンザーイ、大関。

大関の未来を考え、ワクワクド

キドキ感が増した。自分の想い

を伝えることができ、相手の想

いを聞けると安心感が増す。

発表で緊張したが、皆さんが安心させ

てくれて、大関の人たちはあたたかい

なあと思った。参加してよかった。

2
0
1
8
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
大

関
助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
」以
来
、大
関
地
区
で
は
子
ど
も

達
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
堂
々
と
意

見
を
述
べ
、様
々
な
活
動
に
参
画
し

て
き
ま
し
た
。大
関
子
ど
も
農
園
、

大
関
え
が
お
朝
市
、ゴ
ミ
探
検
と
環

境
条
例
提
案
、通
学
路
チ
ェ
ッ
ク
、大

関
居
場
所
づ
く
り 

〜
み
ん
な
い
っ

し
ょ
に
〜 （
子
ど
も
食
堂
）を
は
じ

め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、屋
外
の
壁
画
制
作

な
ど
手
づ
く
り
の
活
動
が
た
く
さ

ん
生
ま
れ
て
い
ま
す
。5
年
後
に
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
地
域
に

広
げ
、「
子
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の

推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

様々なまちづくり活動に参画する
子ども達が主役のまち
様々なまちづくり活動に参画する
子ども達が主役のまち

出会いと交流から地域の声が
広がりつながる地域福祉のまち
出会いと交流から地域の声が
広がりつながる地域福祉のまち

6つのグループで大関の未来新聞をつくりました！6つのグループで大関の未来新聞をつくりました！

グル
ープ
1

延べ108人が参加しました！

新鮮で美味しい食とからだづくりが
魅力の健康のまち
新鮮で美味しい食とからだづくりが
魅力の健康のまち

住みたくなる
安全安心な防災のまち
住みたくなる
安全安心な防災のまち

自分達でまちをチェックし
リスク管理力を高める
交通安全・防犯のまち

自分達でまちをチェックし
リスク管理力を高める
交通安全・防犯のまち

次世代に残す豊かな自然と
持続可能な環境のまち
次世代に残す豊かな自然と
持続可能な環境のまち

グループ2

グルー
プ3

グルー
プ6

グルー
プ5

グループ
4

環境保全の活動
・朝市の昼市化、子ども企画
・昼市でフリーマーケット、流しそうめん
・大関公式LINEでの参加呼びかけ
・子どもの農園、ゴミ探検等の発展
・環境条例推進の子ども企画

居場所づくりの活動
・子ども食堂運営の子ども企画
・カフェコーナーを充実する子ども企画
・大関まつりを盛り上げる子ども企画

交通安全の活動
・通学路チェックの子ども企画
・交通安全学習の子ども企画

健康づくりの活動
・大関ラジオ体操の会
・ボッチャ、ドッチビー等のスポーツ
・子どもウォーキング先生
・大関音頭を広げる子ども企画

大
関
子
ど
も
農
園
で
子
ど
も
達

と
地
域
の
大
人
が
一
緒
に
野
菜

を
育
て
、大
関
え
が
お
朝
市
で
一

緒
に
販
売
し
て
き
ま
し
た
。5
年

後
に
向
け
て
、畑
の
管
理
が
で
き

る
地
域
の
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。え
が
お
朝
市

で
は
、子
ど
も
達
の
参
加
学
年
を

広
げ
た
り
、新
規
の
出
店
者
を

呼
び
か
け
な
が
ら
、よ
り
多
く
の

買
い
物
客
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、大
関
音
頭
や
気
軽
に
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、健

康
の
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

農園活動の工夫
・栽培する野菜がかぶらないような工夫
・野菜を使った料理のレシピを提案
・子ども農園のサポート体制づくり
・珍しい野菜の栽培にチャレンジ

大関音頭の輪を広げる
・大勢の住民が大関音頭を通して健康づくりに参加
・大関音頭の練習会、子どもが大人に教える
・YouTubeで動画を流す
・小学校の運動会で必ず踊る

気軽に参加できる
スポーツの紹介

・各地域を散歩する企画
・ボッチャ、ドッチビー、卓球バレーなど
・ラジオ体操の会をつくる
・子どもから高齢者まで一緒に参加できる活動
・三郷対抗の復活

・避難所運営訓練 ・備蓄倉庫チェック
・年齢、性別、障がいなど様々な立場に立った提案

区
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

団
体
の
責
任
者
、防
災
士
、市

役
所
担
当
者
等
の
参
加
に
よ

る「
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
」

を
通
し
て
様
々
な
課
題
を
話

し
合
っ
て
き
ま
し
た
。5
年

後
に
向
け
て
、年
齢
・
性
別
、

障
が
い
の
有
無
を
超
え
た
幅

広
い
参
加
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
課
題
を
話
し

合
い
な
が
ら
、避
難
所
開
設

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
り
、小
学
校
と
連
携
し
た

防
災
訓
練
、自
治
会
単
位
で

の
防
災
訓
練
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

防災フェスティバル開催
・大関まつりとの連携
・いろいろな参加者による企画運営
・家庭の防災備蓄チェック
・非常食クッキング、各種体験

避難所開設
運営マニュアルによる
防災訓練

自治会単位の
防災体制構築

・自治会備蓄倉庫のチェック
・自治会単位の福祉マップづくり
・自治会単位の避難マニュアル作成
・近所の高齢者や障がいの方への声かけ体制

楽しく参加したくなる
防災訓練

・小学校との連携、子ども自主企画、子どもの広報活動
・小学校で防災キャンプ、体験型防災訓練
・消防車の展示、消防士の指導

・関係機関に危険個所の改善要請
・自分達でできる危険個所改善
・危険個所改善のための資金確保

坂
井
市
D
X
推
進
室
と
の
連
携

に
よ
り
大
関
小
学
校
の
通
学
路

の
点
検
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

P
T
A
、学
校
、地
域
と
子
ど
も

達
が
一
緒
に
歩
き
、危
険
個
所
を

把
握
し
て
マ
ッ
プ
に
落
と
し
て

い
ま
す
。特
に
新
入
生
を
対
象

に
し
た
チ
ェ
ッ
ク
が
重
要
で
す
。

5
年
後
に
向
け
て
、見
守
り
隊

の
参
加
も
得
な
が
ら
安
全
点
検

を
進
め
る
と
と
も
に
、Q
R

コ
ー
ド
に
よ
る
マ
ッ
プ
確
認
な

ど
広
く
保
護
者
に
呼
び
か
け
交

通
安
全
の
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、関
係
機
関
へ
危
険
個
所

の
改
善
要
請
を
行
い
ま
す
。

・新入生向け通学路の安全チェック
・子ども達が中心となった危険発見
・見守り隊の参加による安全点検
・坂井市DX推進室との連携
・中学生の下校時防犯対策

危険個所の改善と
安全確保

交通安全学習の展開
・上級生が下級生に教える通学路の危険
・自転車の交通安全の徹底
・小学校と地域が連携した交通安全教室
・危険個所について地域への啓発活動

あいさつロードの復活

・看板製作、設置、管理

「
ゴ
ミ
探
検
」の
取
り
組
み
を

始
め
て
5
年
目
。事
前
の
出
前

授
業
や
本
番
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
て
環
境
学
習
、

ゴ
ミ
の
調
査
、解
決
方
法
の
提

案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
に
は
、こ
れ
ら
に

加
え
、全
学
年
の「
子
ど
も
会

議
」や
九
頭
竜
川
河
口
の
調
査

に
も
取
り
組
み
、「
子
ど
も
と

つ
く
る
環
境
を
守
る
条
例
」を

坂
井
市
に
提
案
し
ま
し
た
。5

年
後
に
は
、さ
ら
に
幅
広
い
子

ど
も
達
や
地
域
の
大
人
、事
業

所
等
と
と
も
に
取
り
組
み
、先

進
的
な
取
り
組
み
を
全
市
に

広
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

環境学習の展開
・環境学習の全市的な展開
・大関小の子ども達が先生
・環境教育のための絵本制作
・環境学習プログラムの開発

5Rの推進
・コミュニティセンターのリサイクル拠点化
・定期的なリユースマーケットの開催
・小中学校でのリユース活動（制服、教材等）
・事業所等との連携による5R活動

継続的なゴミ探検
・10年間を通してゴミ減量の達成
・ゴミ探検の結果をもとに地区での話し合い
・ゴミ探検のノウハウを全市に広げる

大関地区の環境
まるごと保全

・大関の空を眺め星を見る会
・大関が誇るコハクチョウの観察会
・後世に残す環境と自然の写真コンテスト
・ふるさと学習、次世代への継承

大
関
居
場
所
づ
く
り 

〜
み
ん
な

い
っ
し
ょ
に
〜 （
子
ど
も
食
堂
）の

活
動
に
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
参
加
し
、食
事
を
通
し
た
交

流
の
場
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、地
域
と

学
校
が
連
携
し
、子
ど
も
達
も
調

理
や
受
付
を
担
当
す
る
な
ど
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。一
方
、大
関

子
ど
も
農
園
や
大
関
え
が
お
朝

市
の
活
動
も
子
ど
も
食
堂
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。5
年
後
に
は
、会

場
ま
で
来
る
こ
と
の
で
き
な
い
人

や
子
ど
も
食
堂
の
存
在
を
知
ら

な
い
人
に
も
届
く
活
動
へ
と
発
展

さ
せ
、つ
な
が
り
を
通
し
て
声
を

拾
っ
て
い
き
ま
す
。

子ども食堂の発展
・ママ友会、パパ友会の企画
・子ども農園、えがお朝市と連携
・子ども食堂の存在を広くPR
・会場に来られない人のためのサポート
・炊きたてごはんの会（お釡炊き）

プランプラン11

子どもの農園、
えがお朝市と連携
・坂井高校による野菜販売
・朝市後に食育講座、料理教室
・子ども食堂献立との連携

プランプラン22

大関音頭の輪を広げる
・大関まつりで大関音頭を踊る
・踊りの練習を通して地域の声に出会う
・大関まつりに来られない人へのサポート

プランプラン33

からだを動かし
つながりをつくる

・散歩しながら地域の声に出会う
・ボッチャなど誰もが参加できるスポーツ
・ラジオ体操を通してつながりをつくる
・子どもから高齢者まで一緒に参加できる活動

プランプラン44

子育てひろば支援
・児童館の自主グループ
・ママパパたちのカフェコーナー
・子どもの写真、手形、足形
・児童館スタッフの保育

プランプラン55

大関のまちがさらによくなる

ように、地域で協力することが

大切。さらに地域の一員として

協力していきたいと思った。

どのプランもわくわくする

ものばかりで、5年後の大関

の未来がとても楽しみ。

1回目は問題点に目がいったが、

新聞を作ることで実現するた

めに何ができるのかというこ

とを考える方向に変わった。

5年後というのは遠いようですご

く近い未来なので、こういうこと

ができるように努力していきたい。

みんなの夢が全部本物に

なれば幸せだなと思う。ふりかえりの声

大関助け合いのまちづくり新
聞

2029年7月14日付 大関助け合いのまちづくり新
聞

2029年7月14日付
大関助け合いのまちづくり新

聞
2029年11月14日付

大関助け合いのまちづくり新
聞

2029年7月14日付 大関助け合いのまちづくり新
聞

2029年7月14日付大関助け合いのまちづくり新
聞

2029年10月10日付

通学路安全チェック

・朝市の時間、広報活動の工夫
・大関駅など他の場所でも販売
・規格外販売

えがお朝市の
工夫で魅力アップ

プランプラン11

プランプラン22

プランプラン33

プランプラン44

プランプラン11

プランプラン22

プランプラン33

プランプラン44
プランプラン11

プランプラン22

プランプラン33

プランプラン44

プランプラン11

プランプラン22

プランプラン33

プランプラン44

プランプラン11

プランプラン22

プランプラン33

プランプラン44

今後の大関地区の活動に安心

して参加することができる。



大関助け合いのまちづくりプラン作成に

参加して下さった協力団体、個人等

2024年
次の５年に向かうプランを子どもと一緒に作った
子どもたちの中に、いつも希望の未来がある

新しい未来は子どもたちと創る

坂井消防団第１４分団

坂井市赤十字奉仕団坂井分団

交通安全協会大関分会

坂井市防犯隊坂井第２支隊

おおぜき青空クラブ

大関ふくしの会

大関小学校ＰＴＡ

大関地区区長会

2018年
それは一人の声から始まった

助け合いの言葉の響きに、心が落ち着く
私の声を聞いてくれる大人がいる、と子どもが喜んだ
子どもとつくった未来図を大人と一緒に形にできた

３年後助け合いの心が広がっていた

2021年
また新しい人と新しいプランを作ることができた

また新しい未来が形になった
助け合いの心が新しい人を連れてくる

坂井市坂井町婦人福祉協議会

更生保護女性会

民生委員児童委員

大関地区体育協会

食生活改善推進員

スマイルネットワークさかい

県民せいきょう坂井きらめき

介護老人福祉施設 潟池野

大関小学校校長先生

大関小学校児童の皆さん

坂井中学校生徒の皆さん

高校生の皆さん

福井県立大学

大関まちづくり協議会

大関コミュニティセンター

個人参加の皆さん

（順不同）

第１回 2024年6月16日（日） 於：大関小学校
第２回 2024年7月14日（日） 於：大関小学校

ワークショップ経過

ワークショップ事務局

大関コミュニティセンター
ワークショップ企画運営

アルマス・バイオコスモス研究所


